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レコード盤を自分のカバンに入れ、そのまま道を走って
みたくなることがある。その頃フランク・ザッパ《
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》のレコードを割れぬよう携え、頭にすでに鳴っ
ている音の回転に負けぬよう走る が好きだった。
盤面に針を落とす必要はないし、 針を落としてはいけない。
それでも果てなき今日の移動の道にずっと冒頭曲
“B
ig 
Sw
ifty
”やタイトル曲の闘争音が鳴り響く。坂道を歩くとき
の足元には挿入曲のスライドギターが渦巻いた。
あらゆる言語、器楽、覚醒された感情の果ての〈哄笑〉 、
をしかもそれら各々のすべての深度について扱ったひと、フランク・ザッパ。宇宙運行 法則とそこから遥かに世俗なニンゲンたちの一挙手一投足を全方位的 喋り弾き笑いそして喋った。決して陶酔せずいかなる時も覚醒していた彼によるギターからは、まがまがしい運命の旋律が流れ出して昼と夜をつなぎ、異常かつ優しい〈笑 〉に動物たち
は夕焼けに反乱を起こし、それらの音の総体は世界の何かに対する抗熱にまで変身する。
長くはない生涯で主要な作品を自分で発行する会社も作り、
何者からも独立した創造を生み出し続けた。共和党と闘い、白人と黒人そしてネイティヴ・アメリカンそれぞれ 楽器のやり手たちと協力しまた指揮して音を駆動。政府の音楽検閲と闘い、金儲けのカルト集団を音の鼻であしらい、一九七〇年代早々それらを宇宙ゴミ
（を産み出し撒き散らすニンゲン）
に比
定した人。よってザッパ とって宇宙は自分のすぐ横にある。上には無い。今も
“W
illie the Pim
p
”は横にいるどこかの島の
首相の「収束」 「あんだあこんとろおる」宣言に対して哄笑の熱をぶつけるようだ 並べられる全部のギター音が、雷光のように横に降っていく、 今の地球の海へと流れ出ていく。
“B
eat 
It w
ith Your Fist ”が突如、政治屋の暴力的小言を切り裂くよ
うにして飛び出し溢れ 。
“M
uffi
n M
an
”のリフレイン・コー
ドの律動が深い宇宙に呼応してドクドクと広がる。
絶対の美を絶対に可笑しいように見せることも、彼を貫く
思想である。クリアでピュアなギター・ソロたちに
“Stink-
Foot ”“T
hem
e from
 B
urnt W
eeny Sandw
ich
”と、全世界の動
物たちの遠吠えと超絶絢爛の瞬間ギターに
“A
ndy
”と名付け
る。これらは彼自身による同質のタイトル技法 泣き笑う美曲たちの一部だ。つまりザッパは屈託ある芸術家でもなければ、ゲテモノ愛好家でもない。抗熱と哄笑をエネルギイとする美学者なのだ。笑いは常に無限指数の覚醒と美の産物として呼び出され、実際の い声も音盤に極ま が例えば“Prelude to the A
fternoon of a Sexually A
roused G
as M
ask
”
など。ほらもう聴く前から〈哄笑〉が分かるでしょ？
 
真剣な太陽を笑いの持続の中に映し出し、新しく天に飛
んでいく熱を地中でまだ笑っているように見せ こと。
　
携酒花林下，前有千載墳。於時不共酌，奈此泉下人。
   始自玩芳物，行當念徂春。聊舒遠世踪，坐望還山雲。
   且遂一歓笑，焉知賎與貧。
　　　　　 　　　　　　　
韋応物 《與友生野飲傚陶体》
（麗水を提げて花の下、眼前の千年の墓たちよ。酌み交わす人なく、死者を起こすわけにもいかぬ。まずは麗水を頂こう、この旅が春に向かうべく。語り合えば世の喧騒は遠く、あの雲が山に帰るのを眺めるよ。最後に歓び笑い合えば、地位財力などなくても
良い。 「友と野外に飲み陶淵明の詩にならう」 ）
ここにはフランク・ザッパとの共通点がある。美しい音を
可笑しな意味で聴かせること
（これには必ず美しい音が要る）
。
明日を昨日のようにしかし新しく見せること
（これができれば
ニンゲンは歴史を内省できる）
。
“H
oliday in B
erlin, Full-B
low
n
”
のディストーションはブロックごとに季節と時間のすべてへ導いてくれる。世の猫たち 自身の行進曲と任じられている
“Toads of the Short Forest ”が可笑しく温かく囁く。
韋応物もそのホーンテッドでユニヴァーサルな詩に歌う
ように、 〈文学〉や〈音楽〉とは絶対的な時間の遅れのなかで、失われた ひと を見つめる。いい加減に過ぎゆく時間と圧倒的な暴力の現実とによって失われてしまった〈ひと〉と交感し、その声＝〈いのち〉 聴き読む。
今日もし、君が地球上の道を行くならば。レコード盤を
自分のカバンに入れ それを守るよう そ としかし過激に走れ！
 《
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》であればなおよい。曠大なザ
ッパの天体 中でも頭の中に巡らせやす 音た だレコード盤は君の行動を首を長くして、溝を深 して、待つ。それは地球 対してやさしく走ることでもあります。
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〜フランク・ザッパのレコードを抱えて走る〜
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